
1. ヨハン・ロックストローム 氏（中継）   2. 村上 一枝 氏   3. 西岡 秀三  氏

パネリスト紹介

ヨハン・
ロックストローム 氏

山極 壽一 氏 国谷 裕子 氏

（京都府・京都市・京都商工会議所・環境省・人間文化研究機構総合地球環境学研究所・（公財）国際高等研究所・（公財）国立京都国際会館）「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」運営協議会主催

主催 「京都環境文化学術フォーラム」

11月14日 10：00～17：00
国立京都国際会館・アネックスホール

お申込みは下記QRから

参 加 無 料
※会場には公共交通機関でお越しください。

月

「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」表彰式
京都環境文化学術フォーラム
国際シンポジウム

第13回「KYOTO地球環境の殿堂」表彰式

（京都府・京都市・京都大学・京都府立大学・人間文化研究機構総合地球環境学研究所・人間文化研究機構国際日本文化研究センター）

※気候変動に関する専門家の方々による3回の勉強会を通じて理解を深め、ビデオメッセージ作成などに取り組んだ府内高校生の中から5名が登壇予定

京都環境文化学術フォーラム国際シンポジウム
殿堂入り者記念講演

府内高校生※と 殿堂入り者とのトークセッション

パネルディスカッション

殿堂入り者

プログラム

第13回

地球と人の未来につなぐ ～持続可能な地球・地域・暮らし～

申込み締切：
2022年11月10日（木）

（京都市左京区岩倉大鷺町422）

オープニング
殿堂入り者表彰式

2022年

13:00~13:40

14:00~16:40

「人類が生存できる範囲
の限界（プラネタリーバウ
ンダリー）」という概念の
発展に主導的な役割を
果たすなど、気候変動や
地球システムの持続可
能性等に関し、国際的に
高く評価。また、世界の
名だたる会議などにおい
てアドバイザーの役割を
果たすなど、地球環境問
題の解決に向けて貢献。

（1965年生 スウェーデン）
ポツダム気候影響研究所長

ヨハン・ロックストロー
ム氏

砂漠化と疾病、貧困に
苦しむ西アフリカの農村
地域において、地域の
人々に寄り添いながら、
地域環境と人々の暮ら
しを両立させる持続可
能な社会をローカルから
支える活動（公衆衛生、
環境保全、教育活動な
ど）を継続的に実践。

（1940年生 日本）
歯科医師、
特定非営利活動法人
カラ＝西アフリカ農村自立協力会代表

村上 一枝氏

30年にわたる I P C C、
UNEP などでの活動を
通じて、日本の地球環
境研究（主に気候変動
分野）の国際貢献を推
進し、洞爺湖 G8 サミット
で日本が提唱した「低炭
素社会国際研究ネット
ワーク構想」の運営によ
り、アジア各国をはじめ
とする国内外の気候政策
の科学基盤構築に貢献。

（1939年生 日本）
公益財団法人
地球環境戦略研究機関（IGES）参与

西岡 秀三氏

企業登壇シンポジウム 10:00~12:00

1952年東京都生まれ。
2020年まで第26代京都大学総長。人類進
化論専攻。屋久島で野生ニホンザル、アフリ
カ各地で野生ゴリラの社会生態学的研究
に従事。現在、総合地球環境学研究所所
長、環境省中央環境審議会委員を務める。

大阪府生まれ。
19９３年から２３年間、ＮＨＫ「クローズアッ
プ現代」のキャスターを担当。20１６年から
はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取材・啓
発活動を行っている。現在、東京藝術大学
理事、自然エネルギー財団理事を務める。

（村上 一枝 氏、西岡 秀三 氏、府内高校生、 阿部 健一 氏（コーディネーター））

第13回「KYOTO地球環境の殿堂」表彰式

京都環境文化学術フォーラム国際シンポジウム

終日、企業など
約20社の

ブース出展も実施！

オンライン中継
（コーディネーター）



ふりが な

お名前

ご住所
〒

T E L

E-mail

075-325-6240

参加申込み方法

先に必要事項をご記入の上、
FAX送信をお願いします。
※後日、ハガキ（参加証）をお送りいたします。当日はそのハガキ（参加証）をご持参いただき、受付にお渡しください。

参加されるイベントにチェックをつけてください
□  企業登壇シンポジウムのみ参加 
□  表彰式のみ参加（定員600名/先着順）
□  国際シンポジウムのみ参加
□  いずれも参加　

WEBでのお申し込み

FAXでのお申し込み

後日事務局から参加QRをメールに
てお送りします。当日は受付にて 
QRをご提示ください。

F A X

締 切

KYOTO地球環境の殿堂とは「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」表彰式
京都環境文化学術フォーラム
国際シンポジウム

「京都議定書」誕生の地である京都の名のもと、世界で地球環境の保全に多大な貢献をされた方の

功績を称えるものです。その功績を気候変動枠組条約第３回締約国会議（COP3）が開催された国立

京都国際会館に展示し、京都から世界に向けて広く発信することにより、地球環境問題の解決に向

けたあらゆる国、地域、人々の意志の共有と取組に資することを目的としています。

※公共の交通機関をご利用ください。

地下鉄烏丸線「国際会館駅」下車、地下鉄出入口4-2を出て徒歩5分。
国立京都国際会館 (京都市左京区岩倉大鷺町422)  　TEL：075-705-1229

国立京都国際会館

京都駅

四条駅 京都河原町駅

烏丸御池駅
烏丸駅

駅
条
二

国際会館駅

N
交通のご案内

右記QRを読み込み、Web入力
フォームに必要事項を入力してく
ださい。

以下のいずれかの方法によりお申し込みください。

年　代

属　性

□ 10 代以下　□ 20 代　□ 30 代　□ 40 代　□ 50 代　□ 60 代　□ 70 代以上

□ 高校生　□ 大学生・大学院生　□ 会社員　□ 公務員　□ 研究者　□ その他

11月10日(木)

当てはまる箇所にチェックをつけてください

参加申込みに関するお問い合わせ先

「KYOTO地球環境の殿堂／京都環境文化学術フォーラム」参加受付事務局

E-mail : earth-kyoto@ml.screen-cre.co.jp TEL:080-1050-8438 (平日 10:00～17:00)  
（㈱SCREENクリエイティブコミュニケーションズ内 　             　　　　　　　　　　　　）〒615-0864 京都市右京区西京極新明町13-1

FAX:075-325-6240
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